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愛南の魅力が満載
～愛南びやびや祭り 2013 ～

表紙写真：山出憩いの里温泉前の僧都川
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愛は南から
　干ししいたけの品質を競う「第 55 回愛媛県しい

たけ共進会審査会」が 5月 8日に松山市で行われ、

本町の下田勝
か つ し げ

重さん ( 僧都 ) が、ほだ木育成の部

で最優秀の農林水産大臣賞を受賞しました。例年、

県内有数のしいたけ産地である大洲市や内子町な

どの生産者が入賞者のほとんどを占める中で、南

宇和森林組合の青木千
ち ゆ き

之組合長は「町内生産者の受

賞は初めてで、すばらしい快挙」と下田さんの栄誉

を称えました。

　ほだ木とは、しいたけの種菌をつける原木のこと

です。ほだ木育成の部は、天候不順等に左右されな

い高品質なしいたけを栽培するための環境づくりが

審査の対象でした。下田さんは「最優秀賞に選ばれ

て本当にびっくりしている。何がよかったのかわか

らない」と謙遜して話してくれましたが、取材を通

して、下田さんの研究熱心な姿勢、しいたけ栽培に

対する情熱が伝わってきました。

町長の行動
5 月
16 日 四国ブロック地域海洋センター連絡協議会総会（高知市）
17日 四国西南サミット（宿毛市）
18日 B&G財団御荘 B&G体育館改修助成金授与式、町連合婦人会総会
19日 ツール・ド・あいなん開会式、愛媛大学医学祭（東温市）
20日 南レク株式会社定時取締役会（松山市）
22日 人権教育協議会総会
23日 道路整備促進期成同盟会全国協議会通常総会、命と暮らしを守る道づくり全国大会（東京都）
24日 日本道路協会定時総会（東京都）
26日 愛南びやびや祭り 2013
27 日 町老人クラブ連合会総会、国道 56号一本松・宇和島間整備促進協議会総会、四国西南地域道路整備促進
　　  協議会総会
28 日 町身体障害者福祉協議会総会
29日 県土木協会通常総会（松山市）
30 日 土地改良事業団体連合会理事会、県土地改良建設協議会幹事会（松山市）、町社会福祉協議会理事・評議　　  
　　  員合同会議
31 日 県砂防協会通常総会（松山市）

6 月
 2 日 近畿南宇和高校同窓会総会（大阪市）
 6 日 サンパール観光株式会社定時取締役会、人権対策協議会愛南支部総会
 7 日 南予地方局愛南土木事務所地方水防連絡協議会及び幹事会、少年健全育成活動ボランティア・防犯相談
　　   所長合同会議、自主防災組織連絡協議会総会
10日 日本食研「カツオわら焼き」実演イベント（今治市）
11日 農業再生協議会通常総会、農業支援センター運営協議会、南宇和地区農業改良普及事業推進協議会
12日 トライアスロン役員会
14日 トライアスロン実行委員会、フレッシュ一本松役員会

愛南町の人口
平成 25 年 6 月 1日現在

10,806 戸世帯数 11,349 人男 12,853 人女24,202 人人口
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　高知市で開催された「四国ブロッ

ク地域海洋センター連絡協議会総

会」で、御荘 B&G海洋センター体

育館が、B&G体育館として全国で

13番目に利用人数が多かったとし

て表彰されました（平成 24年度利

用人数 45,519 人）。今後も、皆様

の体力・健康づくりのため、御荘

B&G海洋センターの体育館やプー

ルをご利用ください。(5/16)

　町消防署と愛南警察署が合同で山岳救助訓練を行いました。訓練は、篠

山山頂から700m付近で登山道下50mに滑落した登山者を救助し、山頂ま

で搬送後、ヘリコプターで吊り上げるという想定で実施され、隊員相互の

連携の必要性や安全管理等を確認しながら、本番さながらの緊張感で行わ

れました。(5/30、31)

　南レク城辺球場で、西瀬戸 7県
から約300名の選手が参加して「第
11 回西瀬戸グラウンドゴルフ交流
大会」が開催されました。大会初
日には交歓パーティーも催され、
参加者は愛南町の特産品を使った
料理を囲み、交流を深めました。
(5/17 ～ 18)

　城辺小学校の 2年生が、「生活」
の時間に校外に出て、班別に決め
たルートで公共施設などの見学を
行いました。役場本庁には 12 名
の児童が訪れ、会計課や町民課な
どを見学しました。(5/31)

　愛媛・高知両県に共通する防災

対策や地域振興などの課題につい

て意見を交換する「愛媛・高知交流

会議」が西海地域の外泊集会所で開

催され、中村時
と き ひ ろ

広愛媛県知事と尾

﨑正
まさ な お

直高知県知事が出席しました。

両知事は、会議に先立ち、石垣の

里を散策しました。(5/17)
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南
の
び
や
び
や
か
つ
お

食
べ
て
み
て
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　特設ステージではオープ

ニングセレモニーが行われ、

特大クラッカーでびやびや

祭りの幕が切って落とされ

ました。
　その後行われた恒例の餅

まきも、大いに盛り上がり

ました。
　この日来場された皆様に

は、愛南町の旬の味覚や人

情味あふれる豊かな風土を

十分味わっていただけたの

ではないでしょうか。

愛南の魅力が満載
　～愛南びやびや祭り2
　南レクロッジ周辺で、愛南町恒例の初夏の祭典「愛南びやびや祭り
2013」が今年も盛大に開催されました。
   「びやびや」とは、「新鮮な」、「とれたて」を意味する愛南町の浜言葉です。
びやびや祭りでは、その言葉どおり、前日水揚げされたばかりの新鮮な
カツオやもぎたての愛南ゴールド（河内晩柑）など本町自慢の特産品が数
多く販売され、会場は、夏の到来を感じさせる日差しの下、愛南町の旬
の味覚を求めて訪れた大勢の買物客で賑わいました。
　愛南町の魅力を凝縮した熱く、楽しく、そしておいしい一日を写真で
振り返りました。
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愛
南
漁
協
は
、
会
場
で
わ
ら
焼
き
の
カ
ツ

オ
の
タ
タ
キ
を
作
っ
て
販
売
し
ま
し
た
。

カ
ツ
オ
の
刺
身
や
タ
タ
キ
の
販
売
ブ
ー
ス

に
は
、
で
き
た
て
の
味
を
買
い
求
め
よ
う

と
、
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

お父さんが料理人

という大塚空
そら

くん

(4 歳、宇和島市 ) は

購入したカツオを

手に、「はやく刺身

を食べたい」と夕食

のごちそうが待ち

きれない様子で話

してくれました。

愛南町沖では、クロマグロが養殖され

ています。最近では、愛南町のイベン

トにおいて目玉企画になりつつあるク

ロマグロの解体ショー。この日は、重

さ約 60kg のクロマグロが大勢の見物

客の前で解体されました。

日本一の生産量を誇る愛南ゴール
ドも大人気。福浦小学校の児童
14 人も手伝った愛南ゴールドの
生搾り体験コーナーでは、多くの
方に、その爽やかなのどごしを楽
しんでいただけました。
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び
や
び
や
祭
り
第
2
会
場
の
御
荘
湾

で
は
、
カ
ヌ
ー
&
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
親
子

連
れ
が
参
加
し
、
楽
し
そ
う
に
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

特設
ステ
ージ
で行
われ
た獣
電戦
隊

キョ
ウリ
ュウ
ジャ
ーシ
ョー
や愛
媛

大学
生の
企画
によ
るウ
ルト
ラク
イ

ズ「ぎ
ょシ
ョッ
ク」も

びや
びや
祭り

を盛
り上
げま
した
。子
ども
たち
に

とっ
ても
楽し
い時
間と
なっ
たの
で

はな
いで
しょ
うか
。

特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
町
内
30
業
者
が
カ

ツ
オ
の
刺
身
や
タ
タ
キ
の
ほ
か
、
媛
っ
こ
地
鶏

の
や
き
と
り
、
じ
ゃ
こ
カ
ツ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
や

岩
ガ
キ
の
浜
焼
き
、
愛
南
町
な
ら
で
は
の
郷
土

料
理
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

この日、愛南漁協が用意したカツオは 4.2 トン
( 約 3,000 匹 )。一本売りのほか、カツオの刺
身やタタキなどに調理されて提供されました
が、午後 2時頃には、ほぼ完売となりました。

来年もぜひ「愛南びやびや祭り」にお越しください。
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町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

四
国
西
南
地
域
の
高
速
道
路
整
備
に
む
け
て

■
建
設
課
か
ら

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

職
員
を
講
師
に
「
ふ
る
さ
と
愛
媛

学
」
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
講

し
、
約
20
名
の
参
加
者
が
地
域
調
査

の
魅
力
や
手
法
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
と
は
、
住

民
と
自
治
体
が
協
働
し
て
地
域
の
生

活
や
文
化
、
産
業
な
ど
を
調
べ
て

 5/
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「
ふ
る
さ
と
ら
し
さ
」
を
発
見
・
再

確
認
す
る
活
動
で
す
。
初
回
講
座
が

あ
っ
た
こ
の
日
は
、
地
域
調
査
の
意

義
や
面
白
さ
、
地
域
調
査
の
方
法
に

つ
い
て
の
講
義
演
習
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
、
同
講
座
は
８
月
24
日

（
土
）
、
12
月
14
日
（
土
）
に
開
催
し
、

そ
の
間
、
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
と

し
た
地
域
調
査
を
行
い
、
最
終
的
に

報
告
書
に
ま
と
め
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

　
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
、
近
年
の

少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
社
会
の

進
展
に
よ
っ
て
愛
南
町
の
生
活
や
文

化
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
、

昭
和
30
、
40
年
代
の
人
々
の
生
活
の

様
子
を
調
査
・
記
録
し
、
後
世
に
残

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と

で
す
。
愛
南
町
で
は
、
こ
の
事
業
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
参
加
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

　
宇
和
島
圏
域
と
高
知
県
幡
多
圏
域

の
10
市
町
村
の
首
長
や
議
長
、
両
圏

域
に
関
係
す
る
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
並
び
に
商
工
会
、
商
工
会
議
所

な
ど
の
関
係
者
で
構
成
す
る
「
四

国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会

（
会
長 

清
水
愛
南
町
長
）」
の
平
成
25

年
度
総
会
が
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
清
水
町
長

は
「
愛
媛
県
側
の
高
速
道
路
整
備
状

況
は
、
『
宇
和
島
道
路
』
で
は
既
に

津
島
高
田
IC
ま
で
が
開
通
し
、
残
り

の
岩
松
IC
ま
で
の
3.5
㎞
の
区
間
は
、

平
成
26
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
『
津
島
道
路
』
岩
松
IC
〜
内

海
の
10
・
３
㎞
区
間
が
、
昨
年
度
、

国
の
新
規
事
業
と
し
て
決
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
今
後
の
早
期
整
備
促
進

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
協
議
会
の

最
重
点
事
項
で
あ
る
四
国
西
南
地
域

の
高
速
道
路
の
整
備
促
進
に
お
い
て

も
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

災
害
に
備
え
た
『
真
に
必
要
な
道

路
・
命
の
道
』
と
し
て
、
い
ま
だ
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
内
海
〜
宿
毛

間
な
ど
、
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
道
56
号
一
本
松
視
距
改
良
事

業
延
伸
要
望
区
間
の
早
期
整
備
要
望

等
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
24
年
度
の
事
業

報
告
や
収
支
決
算
報
告
を
行
っ
た

ほ
か
、
平
成
25
年
度
計
画
と
し
て
、

「
四
国
西
南
地
域
の
道
路
要
望
活
動

や
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
」
な
ど
を

決
定
し
ま
し
た
。

 5/
   27
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愛
大
医
学
祭
で
愛
南
町
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た

■
保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、お
め
で
と
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
開
始
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
絵
は
が
き
づ
く
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
愛
媛
大
学
医
学
部
重
信
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
「
第
37
回 

愛
媛

大
学
医
学
祭
」
に
、
昨
年
に
引
き
続

き
愛
南
町
が
出
店
し
、
町
特
産
の
愛

南
ゴ
ー
ル
ド
の
生
搾
り
ジ
ュ
ー
ス
や

揚
げ
た
て
の
じ
ゃ
こ
天
で
未
来
の
医

師
た
ち

に
愛
南

町
を
ア

ピ
ー
ル

し
ま
し

た
。
参

加
し
た

清
水
町

長
ほ
か

町
職
員

は
、
学

生
と
愛

南
ゴ
ー
ル
ド
を
搾
り
な
が
ら
愛
南
町

の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、８
月
に

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
同
大
医
学
部

医
学
科
の
学
生
な
ど
を
対
象
に
開
催

さ
れ
る
「
愛
南
町
の
医
療
を
考
え
る

会
」
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
生
搾
り
ジ
ュ
ー

ス
を
お
い
し
そ
う
に
飲
ん
だ
学
生
は

「
昨
年
も
医
療
を
考
え
る
会
に
参
加

し
た
。
今
年
も
行
き
ま
す
」、「
地
域

医
療
に
も
興
味
が
あ
る
」、「
愛
南
町

は
魚
も
お
い
し
い
の
で
行
く
の
が
楽

し
み
で
す
」
な
ど
と
関
心
の
あ
る
様

子
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
課
で
は
、
愛
南
町
の
慢

性
的
な
医
師
不
足
解
消
の
た
め
の
Ｐ

Ｒ
活
動
と
し
て
、
同
医
学
祭
へ
の
出

店
を
今
後
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査

で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ

ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診
で

は
、
26
名
の
受
診
者
の
う
ち
11
名
の

お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

  

河
　
野
　
羅ら

　
桜お 

く
ん（
御
荘
菊
川

）  

  

岡
　
下
　
琴こ

と

　
美み 

ち
ゃ
ん（
御
荘
長
月

）

山
　
口
　
優ゆ
う

　
斗と 

く
ん（
御
荘
長
月

）   

菊
　
池
　
秀

し
ゅ
う  

磨ま 

く
ん（
緑
）

大
　
西
　
悠は

る

　
斗と 

く
ん（
緑
）     

粉
　
川
　
実み

　
姫き 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）    

立
　
花
　
蕗ろ

　
那な 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）  

中
　
尾
　
紫し

　
乃の 

ち
ゃ
ん（
広
　
見
）

杉
　
本
　
結ゆ

　
奈な 

ち
ゃ
ん（
広
　
見
）   

山
　
下
　
真ま

　
綾あ

や 

ち
ゃ
ん（
船
　
越
）

中
　
平
　
　
葵

あ
お
い   

ち
ゃ
ん（
福
　
浦
）

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
通
じ

て
心
の
触
れ
合
う
時
間
を
持
つ
き
っ

か
け
と
し
て
、
「
絵
本
」
と
「
赤
ち
ゃ

ん
と
絵
本

を
楽
し
む

体
験
」
を

プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
活

動
で
す
。

　
愛
南
町

で
は
今
年

度
か
ら
、

城
辺
保
健

福
祉
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
等

の
協
力
を
得
て
、
乳
児
健
康
診
査
実

施
日
に
合
わ
せ
て
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
第
１
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
３
名
が
赤
ち
ゃ
ん

向
け
の
絵
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ

を
行
い
、
絵
本
２
冊
と
イ
ラ
ス
ト
・

ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
を
コ
ッ
ト
ン

バ
ッ
ク
に
入
れ
て
一
人
一
人
に
手
渡

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、

家
庭
で
も
絵
本
を
楽
し
み
、
赤
ち
ゃ

ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 5/
   14

　
手
作
り
の
絵
は
が

き
を
一
緒
に
作
り
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
７
月
21
日（
日
）

　
10
時
〜（
雨
天
決
行
）

場
所
　
平
城
公
民
館

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　
５
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ  

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

 5/

18、19
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限
度
額
適
用
認
定
証
等
の

受
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
事
前

に
窓
口
で
提
示
い
た
だ
く
と
医
療
費

の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

で
済
む
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
有

効
期
限
が
７
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
８
月
か
ら
の
限
度
額
適
用
認

定
証
等
が
必
要
な
方
は
再
度
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
世
帯
内
に
住
民
税
が
未
申
告
の

方
が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ
の

場
で
交
付
で
き
な
い
場
合
や
高
額
療

養
費
支
給
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
住
民
税
の

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
か
ら
の
限
度
額
適
用
認
定
証

等
の
申
請
受
付
は
７
月
22
日
（
月
）
か

ら
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
該
当
の
方
の
保
険
証
と
認
印
を

ご
持
参
の
上
、
町
民
課
又
は
各
支
所

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
薄
桃
色
）

の
有
効
期
限
は
平
成
25
年
７
月
31
日

（
水
）
で
、
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
は
、

新
し
い
保
険
証
（
青
色
）
に
変
わ
り
ま

す
。

対
象
者
　
・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ

る
方
（
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
愛

媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
た
方
）

一
部
負
担
割
合
　
１
割
又
は
３
割

※
平
成
24
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

交
付
の
時
期
　
新
し
い
保
険
証
は
７

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
直
前

に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
や
不
明

な
点
が
あ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
８
月
以
降
に
75

歳
と
な
る
方
の
保
険
証
は
、
誕
生
月

の
前
月
又
は
誕
生
月
の
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た

ら
、
住
所
、
氏
名
や
一
部
負
担
割
合

な
ど
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
も
７
月
31
日
（
水
）
が
有

効
期
限
で
す
。

　
現
在
保
有
し
て
い
て
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規
に
交

付
が
必
要
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
要
件

　
①
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

  

②
平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
に
あ
る
方

保
険
料
通
知
書
の
送
付

　
平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
一
人
一
人
に
等
し
く
か

か
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応

じ
た
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
で

す
。

・
10
円
未
満
切
捨
て
で
、
限
度
額
は

55
万
円
で
す
。

・
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
均
等
割
額

の
９
割
・
8.5
割
・
５
割
・
２
割
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
割
額
を
負
担
す
る
方
の
う

ち
、
総
所
得
金
額
等
か
ら
33
万
円

（
基
礎
控
除
額
）
を
差
し
引
い
た
額

が
58
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
所
得
割

額
の
負
担
は
な
く
、
均
等
割
額
が

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
付

書
又
は
口
座
振
替
で
納
め
る
「
普

通
徴
収
」
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

前
年
度
と
納
付
方
法
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
の
で
、

通
知
書
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
お

送
り
す
る
「
制
度
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
町
民
課 
℡
７
２
―

７
３
０
０

　
税
務
課 
℡
７
２
―

７
３
０
１

 

１
人
当
た
り
の
保
険
料（
年
額
）

 

均
等
割
額
　
４
４
，１
９
４
円

所
得
割
額

（
総
所
得
金
額
等

－

33
万
円
【
基
礎

控
除
額
】）×
所
得
割
率
８
・
７
２
％

 

＋

 

＝
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定員

に達した場合は受付を終了

します。

　７月９日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　７月１３日（土）・２４日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

７
月
は
"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動"

強
調
月
間
で
す

■
町
民
課
か
ら

社会を明るくする運動 学習会

第
62
回 

"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
‶

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

音
楽
影
絵
劇
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
上
演
の
お
知
ら
せ

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
‶
と

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
広
報
パ
レ
ー
ド
や

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、
学
習
会
な
ど
各

種
啓
発
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
愛
媛
県
推
進
委
員
会
関
係
】

最
優
秀
賞

　
　（
愛
媛
県
知
事
表
彰
）

小
学
生
の
部

　
増
　
本
　
皐た
か

　
人と

く
ん

　（
城
辺
小
６
年

：
現
城
辺
中
１
年
）

中
学
生
の
部

　
山
　
田
　
沙さ

　
織お
り

さ
ん

　（
御
荘
中
３
年

：

現
済
美
高
１
年
）

優
秀
賞

　
　（
松
山
保
護
観
察
所
長
表
彰
）

小
学
生
の
部 

　
棟
　
田
　
実み

　
里り

さ
ん

　（
平
城
小
６
年

：

現
御
荘
中
１
年
）

中
学
生
の
部

　
前
　
田
　
華ふ
ぁ

　
実み

さ
ん

　（
篠
山
中
２
年

：

現
篠
山
中
３
年
）

 5/
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昨
年
度
実
施
さ
れ
た
第
62
回 

"
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
‶
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
同
運
動
愛
媛
県
推
進
委
員
会
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
愛
南
町
に
住
ん
で
い
る
小
学
生
以

下
の
児
童
を
対
象
に
、
影
絵
劇
団
か

し
の
樹
に
よ
る
生
演
奏
つ
き
音
楽
影

絵
劇
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
を

上
演
し
ま
す
。
チ
ェ
ロ
・
バ
イ
オ
リ

ン
・
ピ
ア
ノ
の
三
重
奏
と
一
緒
に
、

次
々
と
動
き
写
り
変
わ
っ
て
い
く
楽

し
い
影
絵
劇
。
宮
沢
賢
治
の
心
を
高

ら
か
に
う
た
い
あ
げ
た
感
動
的
な
舞

台
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
　
町
内
に
住
む
小
学
生
以
下
の

児
童
（
保
護
者
同
伴
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。）

日
時
　
８
月
11
日（
日
）14
時
〜
16
時

　
　
　（
開
場
13
時
30
分
）

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

演
目

　
第
１
部
／
チ
ェ
ロ
・
バ
イ
オ
リ

ン
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る
「
小
さ
な
楽
し

い
コ
ン
サ
ー
ト
」

   

第
２
部
／
生
演
奏
に
よ
る
音
楽
影

絵
劇
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

※
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１
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生涯学習講座を開催します
■生涯学習課から

「船舶職員養成講習」の受講生を募集します
■水産課から

申込み・問合せ 　生涯学習課 ℡７３ ―１１１１

　今年度は「学ぼう ふるさと！守ろう いのち！」をテーマに、愛南町に関わる歴史や命を
守る防災教育など、様々な分野をとり揃えました。ぜひご参加ください。

日時・講座内容等

日時 講義内容 講師
7月20日（土）
13時30分～15時

愛南町防災対策特別講座
県民向け地震対策講座

県庁土木部建築住宅課職員

9月21日（土）
13時30分～15時

城に学ぶ！中世のお城とは
～猿越城の語るもの～

県教育委員会　文化財保護課
係長　日和佐宣

のぶ

正
まさ

10月26日（土）
13時30分～15時

知られざる海のお花畑
～愛南のサンゴを題材に～

愛南サンゴを守る会
角田　善

よし

彦
ひこ

12月7日（土）
13時30分～15時

古文書をひも解く
～わが町あいなんよもやま話～

県教育委員会　生涯学習課
研究科長　柚山　俊

とし

夫
お

平成26年
2月22日（土）
13時30分～15時

中世の愛南をたどる
県歴史文化博物館

専門学芸員　土居　聡
あき

朋
とも

※日程・講義内容は、講師の都合により変更される場合があります。

場所　御荘文化センター
参加料　無料（事前の申込みが必要です。）

申込み・問合せ 　水産課 ℡７２ ―７３１２

　船舶職員(船長、航海士、機関長、機関士等)に関する「海技免許」の取得のため、免許
講習を次のとおり開催します（受講者が少ない場合は中止にすることがあります。）。詳しく
は、町ホームページをご覧ください。

区分
項目 船舶職員養成講習（4、5級海技士）

申込期日 9月13日（金）　※随時受付中です。

講習期間
9月27日（金）～11月25日（月）
※国家試験11月26日（火）～11月30日（土）

講習場所 西海町民会館
対象者 雇用船員、船員保険任意継続加入者及び離職船員
定員 航海科25名、機関科25名
受講料 無料 ※交通費、食費、宿泊費、教科書代及び受験費用等は個人負担です。
事前に提出

する書類

①受講申込書（愛南町提出用）、②訓練受講申込書（SECOJ提出用）、③船員手帳の履歴
の写し及び乗船履歴証明の写し（必要に応じて）

講習開始時

に持参する

もの

①住民票2通（本籍地記載のもの）、②船員手帳、③海技免状（保持者のみ）、④乗船履
歴証明（必要に応じて）、⑤写真6枚（6か月以内に撮影した無帽かつ正面上半身無背景
のもので縦3㎝×横3㎝、スピード写真は不可。裏面に氏名及び生年月日を記載するこ
と。）、⑥印鑑、⑦受講決定通知書（SECOJから送付されたもの）、⑧船員保険被保険者
証（雇用船員、船員保険任意継続加入者のみ）、⑨受講指示書（離職船員で職業安定所か
ら受講指示書が出ている方のみ）

実施機関 （公財）日本船員雇用促進センター（SECOJ）
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愛
南
町
登
録
統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

■
企
画
財
政
課
か
ら

委
員
を
公
募
し
ま
す

■
企
画
財
政
課
か
ら

障
害
基
礎
年
金
を
ご
存
知
で
す
か

■
町
民
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
統
計
法
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
る
各
種
統
計
調
査
の
実

施
に
際
し
、
統
計
調
査
業
務
に
従
事

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

統
計
調
査
員
の
仕
事

　
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出
席
、

調
査
票
の
配
付
及
び
回
収
、
調
査
書

類
の
審
査
な
ど
。
任
命
期
間
は
約
２

か
月
程
度
で
、
報
酬
は
従
事
す
る
統

計
調
査
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
※
調
査
員
登
録
の
際
に
は
、
調
査

員
証
明
書
（
名
札
）
に
使
用
す
る
写
真

を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
主
な
統
計
調
査

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
（
10
月

頃
）、
工
業
統
計
調
査（
12
月
末
頃
）、

漁
業
セ
ン
サ
ス（
１
月
頃
）

　
※
す
べ
て
の
統
計
調
査
に
従
事
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　

　
企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

　
愛
南
町
で
は
、
「
総
合
計
画
審
議

会
委
員
」
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、

他
の
委
員
会
等
の
委
員
を
３
以
上
兼

務
し
て
い
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

委
員
の
名
称

総
合
計
画
審
議
会
委
員

職
務
の
内
容

今
年
度
策
定
予
定
の
第
２
次
愛
南
町
総
合
計
画
（
町
の
最
上
位

の
計
画
）に
関
す
る
審
議

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
あ
り
）

公
募
委
員
数

５
人
程
度（
委
員
定
数
20
人
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
町
長
に
答
申
を
行
う
日
ま
で

応
募
資
格

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
総
合
計
画
の
策
定
に
興
味
の
あ
る
方

応
募
締
切
日

７
月
31
日（
水
）

 

問
合
せ
（
担
当
課
）
企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

　
国
民
年
金
の
加
入
中
等
に
初
診
日

が
あ
る
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
認
定
日

（
初
診
日
か
ら
１
年
６
か
月
を
経
過

し
た
日
又
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が

固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、
障
害
等

級
の
１
級
又
は
２
級
に
該
当
し
た
場

合
（
国
民
年
金
法
施
行
令
の
障
害
等

級
表
に
よ
る
）
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国
内
に

住
ん
で
い
る
間
に
初
診
日
が
あ
れ

ば
、
加
入
を
終
え
た
後
の
病
気
や
け

が
で
も
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
納

付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
の
合

計
が
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
間
の
３
分
の
２
以

上
必
要
と
な
り
ま
す
（
初
診
日
が
平

成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
あ
る
と
き

は
、
特
例
と
し
て
初
診
日
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が

な
け
れ
ば
請
求
で
き
ま
す
。）
。
初
診

日
の
後
に
保
険
料
を
納
め
た
と
し
て

も
、
資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
と
障

害
年
金
の
等
級
は
同
一
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
手
帳
の
交
付
が
な
く

て
も
、
障
害
年
金
が
請
求
で
き
る
方

も
い
ま
す
の
で
、
初
診
日
等
を
確
認

の
上
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等
級
の
１
級

又
は
２
級
（
国
民
年
金
法
施
行
令
の

障
害
等
級
表
に
よ
る
）
に
該
当
す
れ

ば
20
歳
か
ら
（
障
害
認
定
日
が
20
歳

以
後
の
場
合
は
認
定
日
か
ら
）
受
給

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
、

本
人
に
一
定
額
以
上
の
所
得
や
他
年

金
の
受
給
が
あ
る
場
合
、
支
給
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
さ
ま
相
談
室

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
町
民
課

　
　
℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
年
金
一
日
相
談

 

○
７
月
17
日（
水
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）



p14広報あいなん

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
接
種
勧
奨
の

差
し
控
え
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』
の
ご
案
内

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
認
知
症
や
う
つ
、
精
神
障
害
な
ど

に
つ
い
て
精
神
科
医
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
や
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も

対
応
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
２
、
第
４
月
曜
日

　
　
　
13
時
〜
17
時（
要
予
約
、無
料
）

場
所
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ  

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
２
５

　
愛
南
町
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診

を
推
進
し
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
げ
る
た
め
に
一
定
の
年
齢
の
方
々

に
対
し
て
「
大
腸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
・
が
ん
検
診
手
帳
」
を

配
布
し
て
い
ま
す
（
今
年
度
対
象
と

な
る
方
に
は
、
既
に
送
付
し
て
い
ま

す
。）。

　
大
腸
が
ん
は
、早
期
で
は
１
０
０
％

近
く
完
治
す
る
た
め
、
一
般
的
に
自

覚
症
状
が
な
い
と
さ
れ
る
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
お
手
元
に
届
い

た
方
で
、
ま
だ
申
込
み
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
早
め
の
受
診
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

対
象
年
齢
以
外
の
方
も
、
40
歳
以
上

で
あ
れ
ば
無
料
で
大
腸
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
腸
が

ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
ぜ
ひ
大
腸

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
腸
が
ん
検
診
の
日
程
等
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

  

税
務
課
等
か
ら

７
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

2期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

1期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知
が
あ
り
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

の
因
果
関
係
が
否
定
で
き
な
い
副
反

応
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
愛
南
町

で
は
６
月
14
日
か
ら
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接
種
の
勧

奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
積
極

的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た
期
間
が

あ
っ
た
た
め
、
平
成
７
年
４
月
２
日

〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

は
、
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
通
常

ど
お
り
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
母
子

健
康
手
帳
等
で
接
種
状
況
を
確
認
し
、

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
場
合
は
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

熱
中
症
に
ご
用
心

■
保
健
福
祉
課
か
ら

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

■
保
健
福
祉
課
か
ら

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す

■
内
海
支
所
か
ら

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
や
ち
ょ
っ
と
し
た
見
守

り
・
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族

は
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
愛
南
町

で
は
、
全
国
で
展
開
さ
れ
る
「
認
知

症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る
10
ヵ
年
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
認

知
症
の
方
の
杖
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
し

て
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

職
場
研
修
や
総
合
学
習
等
の
一
環
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象

　
個
人
や
団
体
、
職
域
、
学
校
等

※
受
講
希
望
者
３
名
以
上
で
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

講
師

　
愛
南
町
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト

受
講
時
間

60
〜
90
分
程
度

日
程
等

　
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
調
整
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事

務
局

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内

℡
７
２
―

７
３
２
５

　
熱
中
症
の
発
生
は
、
７
〜
８
月
が

ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
熱
中
症
を
正

し
く
理
解
し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

【
熱
中
症
と
は
】

　
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

り
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な
い

こ
と
に
よ
り
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、

筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、吐
き
気
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
る

と
、意
識
障
害
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

◇
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
室
内
に
い
る
と

き
も
注
意
が
必
要

で
す
。

【
熱
中
症
の
予
防
法
】

　
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
、

熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

　
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用

し
、
日
陰
を
利
用
し
て
こ
ま
め
に
休

憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課 
℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
町
で
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・

中
等
度
難
聴
児
の
成
長
期
に
お
け
る

言
語
能
力
の
健
全
な
発
達
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
目
的
と

し
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
児

・
原
則
と
し
て
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
児
童

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
と
な
ら

な
い
18
歳
未
満
の
児
童

・
そ
の
他
、
医
師
の
意
見
に
よ
り
補

聴
器
の
装
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
等

手
続
き
　
保
健
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
助
成
の
範
囲
、
助
成
額
等

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
南
国
の
海
の
色
鮮
や
か
な
サ
ン
ゴ

や
魚
た
ち
が
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
第
１
回
　
８
月
10
日（
土
）

　
　
　
第
２
回
　
８
月
11
日（
日
）

定
員
　
各
回
と
も
20
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

対
象
者
　
中
学
生
以
上

　
　
　
　（
未
経
験
者
可
）

※
小
学
４
〜
６
年
生
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料
　
１
名
　
３
，４
０
０
円

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

須
ノ
川
公
園
管
理
事
務
所

　 

℡
８
５
―

０
２
０
０

内
海
支
所 

℡
８
５
―

０
３
１
１
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第
２
回  
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室 

〜
簡
単
夏
の
お
や
つ
〜

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
『
つ
ど
い
』
に
つ
い
て

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
か
ら

放
送
大
学
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

不
妊
無
料
相
談
の
ご
案
内

愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
に
も
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
白
玉
粉
を
使
っ
た

お
や
つ
作
り
が
大
好
評
だ
っ
た
の

で
、
今
回
は
第
２
回
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
と
し
て
、
暑
い
こ
の
時
期
に
ぴ
っ

た
り
の
お
や
つ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　
愛
南
町
特
産
の
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
を

使
っ
た
「
キ
ラ
キ
ラ
ゼ
リ
ー
」
、
人

参
ジ
ュ
ー
ス
を
使
っ

た
「
に
ん
じ
ん
白

玉
」
。
２
つ
と
も
、

さ
わ
や
か
で
ヒ
ン
ヤ

リ
し
て
い
て
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す

よ
〜
。
そ
し
て
と
て
も
簡
単
で
し

た
！
暑
さ
で
食
欲
が
落
ち
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
な
お
や
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
作
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
レ
シ
ピ
は
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う

へ
ん
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、興
味

の
あ
る
方
は
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
９
月
に
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

で
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
震
災
か
ら
学

ぶ
」
。
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

　「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
で
は
、
心
を
許
し
あ
え
る
仲
間
で
情

報
交
換
を
し
、
介
護
す
る
方
が
一
息
入
れ
て
心
を
癒
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
『
つ
ど
い
』
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日
　
11
時
〜
13
時

場
所
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

創
造
交
流
室

※
参
加
費
用
と
し
て
５
０
０
円(

お
弁
当
代)

が
必
要
で
す
。

実
施
日
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　

　
愛
媛
県
支
部
　
南
予
地
区
事
務
局（
松
田
史ち
か

子こ

） 

℡
７
２
―

４
９
７
０

お知らせ

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第
２
学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　
本
学
で
の
学
習
は
、
生
涯
学
習
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
　
８
月
31
日（
土
）ま
で

問
合
せ

　

　
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４

お知らせ

　
不
妊
や
不
妊
治
療
に
つ
い
て
、
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
電
話
相
談
】 

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
13
時
〜
16
時

【
面
接
相
談
】

日
時
　
月
１
回（
実
施
日
は
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

※
面
接
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
毎
週
水
曜
日
の
13
時
〜
16
時
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

場
所
　
愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
　
１
階

問
合
せ

　
愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

℡
０
８
９
―

９
２
７
―

７
１
１
７

お知らせ
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「
精
神
障
害
者
家
族
の
つ
ど
い
」
の
ご
案
内

宇
和
島
保
健
所
か
ら

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

愛
媛
労
働
局
か
ら

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

４
月
に
赴
任
し
た
新
任
医
師
を
紹
介
し
ま
す

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

小お

黒ぐ
ろ

　
邦く

に

彦ひ
こ

　
医
師
（
内
科
）

　
私
は
消
化
器
分
野
を
中
心
と
し
、
幅
広
く
内

科
疾
患
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
院
で
外
来
診
療
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か

で
、
愛
南
町
の
健
康
診
断
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
率
が
低
い
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
大
き
な

症
状
が
出
る
前
に
定
期
的
に
健
康
診
断
、
内
科

外
来
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

茎く
き

田だ

　
奈な

央お

子こ 
内
科
医
長

　
愛
南
町
の
元
気
に
仕
事
を
さ
れ
る
高
齢
者
の

方
々
の
多
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
糖
尿
病
、
透
析
を
専
門
と
し
て
い
ま
す

が
、
全
国
的
に
糖
尿
病
か
ら
透
析
と
な
る
患
者

様
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
糖
尿
病

教
室
や
透
析
予
防
の
た
め
の
診
療
を
通
し
て
皆

様
に
一
層
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
統
合
失
調
症
を
発
病
し
て
間
も
な
い
方
の
ご

家
族
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
会
や
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し

て
話
せ
る
場
所
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
17
日（
水
）、９
月
18
日（
水
）、11
月
13
日（
水
）

　
　
　
平
成
26
年
１
月
15
日（
水
）、３
月
12
日（
水
）

　
　
　
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局
２
階
）

対
象
　
発
病
後
お
お
む
ね
10
年
以
内
の
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族

申
込
み
・
問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１ 

（
内
線
２
８
３
）

お知らせ

　
県
内
に
６
か
所
あ
る
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
労
働
者
数
50

人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
の
事
業
者
や
そ
こ
で
働
く
人
を
対
象
と
し

て
、
労
働
安
全
衛
生
法
で
定
め
ら
れ
た
保
健
指
導
な
ど
の
産
業
保
健

サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
健
康
は
企
業
の
宝
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

・
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取

・
有
所
見
者
の
保
健
指
導

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談
・
指
導

・
長
時
間
労
働
者
へ
の
面
接
指
導

※
各
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　

　
愛
媛
労
働
局
健
康
安
全
課 

℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
４

　
宇
和
島
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
０
―

５
９
５
２
―

８
５
１
７

お知らせ

テ
ー
マ
　
糖
尿
病
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に

日
時
　
７
月
18
日(

木)

　
13
時
〜
14
時
30
分  

場
所
　
県
立
南
宇
和
病
院
　
２
階
大
会
議
室

講
師
　
茎
田
奈な

お

こ

央
子
内
科
医
長

問
合
せ

　
県
立
南
宇
和
病
院 

℡
７
２
―

１
２
３
１

お知らせ
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節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

四
国
経
済
産
業
局
か
ら

「
え
ひ
め
河
川（
か
わ
）メ
ー
ル
」
を
ご
存
知
で
す
か

愛
媛
県
か
ら

　
今
夏
、
四
国
電
力
管
内
で
は
、
安
定
供

給
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
予
備
率
３
％

以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
発

電
所
で
大
規
模
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

場
合
、
安
定
供
給
で
き
な
い
可
能
性
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

ご
理
解
の
上
、
皆
様
に
は
、
９
月
30
日
ま

で
の
平
日（
８
月
13
日
〜
15
日
を
除
く
。）、

９
時
か
ら
20
時
ま
で
の
間
、
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
13
時
〜
16
時
の
節
電
が
特
に
重
要
で
す
。

　
適
切
な
室
温
管
理
や
水
分
補
給
に
は
十
分
注
意
し
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
四
国
経
済
産
業
局 

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課 

℡
０
８
７
―

８
１
１
―

８
５
３
５

お知らせ

７
月
21
日（
日
）は
、参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

　
「
一
票
が
、は
じ
め
の
一
歩
。」 

　
　
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
選
挙
区
選

挙
・
比
例
代
表
選
挙
の
２
種
類
の
投
票
と
な

り
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

お
出
か
け
の
場
合
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。
入
場
券
を
持
参
し
、
町
内
の
期
日
前
投

票
所（
愛
南
町
役
場
本
庁
及
び
各
支
所
）で
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
選
挙
権
が
あ
る
方
で
、
入
場
券
が
万
一
お
手
元
に
届
か

な
か
っ
た
り
、
紛
失
さ
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
、
免
許
証
等
で
本
人
確

認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

お知らせ

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

場
　
所

期
間
・
時
間

本 

庁

７
月
５
日（
金
）〜
20
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
20
時
00
分

DE
・
あ
・
い
・
21

７
月
５
日（
金
）〜
12
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
18
時
00
分

７
月
13
日（
土
）〜
20
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
20
時
00
分

御
荘
支
所

一
本
松
支
所

西
海
支
所

※
入
場
券
は
７
月
３
日
頃
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
投
票
日
当
日
は
、
入
場

券
に
記
載
し
た
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
18
か
所
の
投
票
所

で
終
了
時
間
を
19
時
に
繰
上
げ
し
ま
す
。
入
場
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
町
選
挙
管
理
委
員
会 

℡
７
２
―

１
２
１
１

　「
え
ひ
め
河
川
メ
ー
ル
」
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
設
定
し
た
地
域
の

河
川
の
水
位
や
降
雨
量
が
基
準
値
を
超
過
し
た
場
合
の
ほ
か
、
愛
媛
県

が
管
理
す
る
ダ
ム
の
放
流
情
報
な
ど
を
県
民
の
皆
様
に
メ
ー
ル
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
皆
様
が
お
使
い
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し

て
〝
み
ず
か
ら
〞
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

登
録
は
こ
ち
ら
か
ら
　h

ttp
://w
w
w
.k
a
sen
a
la
rm
.p
ref.eh

im
e.jp

問
合
せ

　
県
庁
河
川
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
６
７
２

お知らせ
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　～ 波 ～－あいなん音故地新－
　歌の道を選んで十数年。同じ年代の音楽仲間は他の道を選んだり、それ以外の夢をみ

つけたり…。変わらず同じように活動している仲間はさすがに減ってきた。そんな中で

も、情熱を持って活動している仲間から送られてくる近況報告に励まされたり、焦った

り。。。もう焦るような歳でもないのに「あたしも頑張らんといけん！！」という思いに駆

られてしまう。“性分”なんやろね。それが良く作用すればいいけど、そうじゃないとき

もある。誰かが頑張ってるから、自分も頑張らんといけん！っていうのは間違いじゃない

けど、いつもそれがいいとも限らん。自分には自分のペースがあって、リズムがある。隣

の仲間と同じタイミングで同じようないい波がくるわけじゃないからね。なかなかうまく

いかん時は無理せず準備しとけばいい。いついい波がきてもいいように。波がきた時にう

まく乗れるように“待っとく”んじゃないよ、準備

しとくんやで。（テノヒラkiku）

Kikuさんのプロフィール

　アコースティックバンド「テノヒラ」の

ボーカルとして、東京を拠点に全国で活躍

中。城辺小～城辺中～南宇和高校出身

ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

宇
和
島
保
健
所
か
ら

　
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
」
が
愛
媛
県
内

で
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、
病
原
体
を
保
有
す
る
マ
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
発
熱
や
発
疹

な
ど
の
症
状
が
で
た
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
た
め
に
…
…

　
ダ
ニ
は
山
林
、
草
地
、
荒
地
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
草
む
ら
や

藪
に
入
る
場
合
な
ど
に
は
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を

着
用
し
、
な
る
べ
く
肌
の
露
出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

※
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
場
合
、
自
分
で
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
ダ

ニ
の
一
部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ダ
ニ
が
吸

着
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら
、
病
院（
皮
膚
科
）で
と
っ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１（
内
線
２
５
７
）

お知らせ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

愛
媛
県
か
ら

　
今
年
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
を
応
援
す
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
３
」
を
実
施
し
ま
す
。
町

保
健
福
祉
課
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
愛
媛
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
（h
ttp
://n
v
.p
re
f.e
h
im
e
.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
気

に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
自
分
の
意
思
で
、
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

　
県
庁
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
０
５

　
町
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

お知らせ
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※8月の引取日は、7日、14日、
21日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

内海診療所
柏 TEL85-0341

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（8月の収集は7日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（8月の収集は13日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（8月の収集は21日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（8月の収集は28日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　9：30～11：30

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療
保険から発行された特定健診受診券と健康保
険証をご持参ください。

胃がん検診
●御荘文化センター
　7：00～8：30

胃がん検診
●福浦公民館　8：00～10：30

胃がん検診
●赤水公民館
　7：00～8：30

胃がん検診
●上大道集会所
　7：00～8：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●緑基幹集落センター※
　8：00～10：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●正木本村集会所※
　8：00～11：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●緑基幹集落センター※
　8：00～10：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●一本松保健センター※
　8：00～11：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●長崎集会所※
　  9：30～10：30・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●福浦公民館※
　 8：00～10：30・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●高畑集会所※ 9：30～10：30
●赤水公民館※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●城辺保健福祉センター※
　  9：30～10：30・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●城辺保健センター※
　  9：30～10：30・13：30～14：30

城の辺笹まつり
●城の辺学習館
　13：00～15：30

第12回 B&G会長賞四国西南地区水泳競技会
●御荘B&G海洋センタープール
　10：10～17：00

街道灯籠祭り愛南2013 
酒蔵の道をゆく
●蓮乗寺川・小西酒造場酒蔵周辺
　15：00～20：00

８月の主な行事予定
  1日（木）
  4日（日）
  5日（月）
20日（火）

21日（水）

18：00～
18：00～22：00
9：00～16：00
14：00～17：30

18：00～22：00

御荘病院夏祭り
城辺夏祭り
消費生活相談員相談日
四国アイランドリーグPlus
　　（愛媛ＭＰ ＶＳ 高知ＦＤ）
御荘夏祭り

御荘病院前
城辺商店街
役場本庁
南レク城辺球場

御荘商店街周辺

愛南サッカーフェスティバル2013 （小学生の部）
●南レク城辺多目的広場ほか
　9：00～17：00

環境フォーラム
●御荘文化センター
　13：30～15：30

愛南サッカーフェスティバル2013 （中学生の部）
●南レク城辺多目的広場ほか
　10：00～17：00

第1回 生涯学習講座
●御荘文化センター
　13：30～15：00

一本松夏祭り
●一本松地区周辺
　17：00～21：00
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救急病院県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）内海診療所

当直医（一般内科）福岡内科外科医院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00　

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（8月の収集は1日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（8月の収集は5日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（8月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（8月の収集は19日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（8月の収集は23日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（8月の収集は26日）

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H20年4月1日～5月31日生まれ
受付時間　12：50～13：20

乳児健診・ブックスタート事業
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H24年11月11日～H25年1月10日生まれ
受付時間　12：50～13：20

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　 9：30～11：30

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：00～13：30 ※要事前申込み

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●小山本村集会所※ 9：30～10：30
●中川コミュニティーセンター※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●御荘菊川農村研修センター※
　  9：30～10：30・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●柏崎集会所※ 9：30～10：30
●平山集会所※13：30～14：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

胃がん検診
●中浦漁村振興センター
　7：00～8：30

胃がん検診
●内泊集会所
　7：00～8：30

胃がん検診
●御荘菊川農村研修センター
　7：00～8：30

胃がん検診
●御荘文化センター 7：00～8：30

胃がん検診
●久家集会所　7：00～8：30

胃がん検診
●一本松保健センター
　7：00～8：30

胃がん検診
●一本松保健センター
　7：00～8：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●魚神山農協※
　8：00～10：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●家串公民館※
　8：00～10：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●長洲集会所  ※ 9：30～10：30
●八幡野集会所※13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●小成川集会所※ 9：00～ 9：30
●大成川集会所※10：30～11：00
●久家集会所※   13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●節崎コミュニティセンター※
　  9：30～10：30・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●平城交流センター※
　  9：30～10：30・13：30～14：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

２０１３年
平成２５年７月暮らしカレンダー

第28回 愛媛県中学軟式野球
選手権 南宇和支部予選
●南レク城辺球場
　8：30～17：00

第7回 南宇和郡小学校
水泳競技大会
●城辺小学校プール
　8：50～14：30

愛南サッカーフェスティバル2013 （小学生の部）
●南レク城辺多目的広場ほか
　9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル2013 （中学生の部）
●南レク城辺多目的広場ほか
　9：00～17：00

第30回 四国西南地区少年剣道大会
●一本松交流促進センター
　8：30～17：00

第23回 南レクグラウンド
ゴルフ愛媛大会
●南レク城辺球場
　8：30～16：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

第19回 愛南レクバレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館
　9：00～16：00
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　四国西南地域のゴルフ愛好

者が集い、四万十市で「第 17

回一本松チャリティーゴルフ

大会（福岡義
よ し と

人実行委員長、

5/19、53名が参加）」が開催さ

れ、大会で募った寄附金を障

害児の親の会「ありんこくら

ぶ（宮﨑和
か ず と も

友会長）」などに寄

贈しました。贈呈式では、福

岡実行委員長から、同くらぶに

20万円、町教育委員会に図書

カード10万円分、また、東日

本大震災の義援金10万円の目

録がそれぞれ手渡されました。

　 7 月になると海水温も上がり、生き物たちの動き
も活発になってくる。クマノミが産卵を始めるのもこ
のころである。
　クマノミはイソギンチャクと共生することで有名だ
が、稚魚が生まれるまで、卵を大切に守ることでも知
られている。胸びれで新鮮な海水を送ったり、ごみを
取り除いたり、かいがいしく世話をするが、これは主
にオスの仕事だと考えられている。
　メスの仕事はというと、卵をねらって巣に近づく敵
を追い払うことである。もちろんダイバーも例外でな
い。「カッチ、カッチ」という警戒音を出しながら向かっ
てくる。それでも立ち去らないと今度はかみつき攻撃
である。手や顔など露出している部分をかまれるとな
かなか痛いので、そそくさと退散することにしている。
　子煩悩なオスと頼りになるメスの組合せ。最近の人
間界でもよく耳にするようになった話である。
　　　　　　　　　　  （写真 :クマノミ 撮影場所 :瀬の浜）

愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日! 海日和!! 　　「元祖イクメン」vol32

　自転車で巡りながら愛南町の豊かな自然と食、お接

待の文化を体感してもらおうと、愛南サイクリング愛

好会（粉川洋
ひ ろ ゆ き

幸会長）が「第 1回ツール・ド・あいなん」

を開催しました。

　当日はコースが短縮されるほどの荒天でしたが、山

出憩いの里温泉を起終点に、高茂岬を回る 75kmコー

スと、高茂岬から篠山を経由する 110kmコースに合

計 116名が挑みました。

　大会には約 150 名のボランティアスタッフも参加

し、3か所のチェックポイントで、カツオのタタキや

愛南ゴールドの生搾りジュースなど愛南自慢の味を振

舞って選手の疲れを癒しました。チェックポイントで

は、「こんなに贅沢な大会はない」との声も聞かれ、選

手の皆さんには愛南町の「お接待」を満喫してもらえ

たようでした。

ゴルフを通じて
地域貢献を

6/

11

サイクリングで愛南の食と文化を広めよう
5/

19

写真

4

写真

5
5

4

左から宮﨑会長、福岡実行委員長、鼻崎教育長

稚魚の目が見え始めた卵
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美しい御荘湾を
守ろう

6/

8

　御荘湾の干潟に生息するド

ロアワモチなどの希少生物の

保護・汚染環境の浄化・環境

保全を目的に、南宇和ライオ

ンズクラブ（二宮利
と し ひ こ

彦会長）が

「『ごみ 0の日』片の浜清掃活

動」を実施しました。

　毎年恒例となった片の浜清

掃ですが、今年は、愛南ボラ

ンティア連絡会や御荘中学校

など 14 団体、約 130 名が参

加して約 1 時間 30 分、発泡

スチロール製の養殖用フロー

トや木くず、プラスチック類

など海岸漂着ごみを回収しま

した。

自転車で安全運転
　自転車の交通事故防止を図

り、交通ルールを遵守した自

転車の安全な乗り方を学んで

もらおうと「平成 25年度交通

安全こども・高齢者自転車南

宇和地区大会」が平城小学校

体育館で開催され、こどもの

部に 13 名、高齢者の部に 4

名の選手が参加しました。

　大会では、学科（交通法規）

と実技（技能、安全走行）の試

験が行われ、選手は真剣な

表情で取り組み、自転車の交

通ルールを再確認していまし

た。

6/

1 家族で考えよう 
地域の安全

6/

2

　地域の人たちと共に安全・

安心について考えようと、愛

南警察署や町消防署などの主

催により「地域安全フェスティ

バル in あいなん」が愛南署駐

車場で開催されました。会場

にはパトカーや白バイ、消防

車両が展示され、子ども免許

証の発行、エアテント内での

応急手当体験、非常食の試食

などが行われました。

　親子でこれらのコーナーを

見学・体験したことで、防災・

防犯・防火について、改めて

家族ぐるみで考えるきっかけ

となったようでした。

写真

1
写真

2
写真

3

1 2

3 3

応急手当体験消火体験
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優勝 愛南 MBC

　城辺小学校体育館で、4チーム 44 名の子どもた

ちが参加して「第 9回愛南町スポーツ少年大会ミ

ニバスケットボール競技」が開催されました。大

会は 4チームの総当たり戦で行われ、愛南ミニバ

スケットボールクラブ (MBC) が大会 4連覇を果た

しました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

優勝    愛南 MBC
準優勝 久良スポーツ少年団

スポ少ミニバスケットボール大会
6/8

　南レク御荘公園多目的広場で「第 25 回愛南町クロッケー親

睦交流大会」が開催され、19 チーム、65 名のクロッケー愛好

家が参加しました。大会は、6つのブロックに分かれての予選

リーグと、各ブロック上位 2チームによる決勝トーナメントで

行われました。選手の皆さんは、強い日差しの下、クロッケー

を楽しみながら親睦を深めました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

優勝 僧都　準優勝 久家 B

クロッケー親睦交流大会
6/12

優勝 Passion

　一本松交流促進センターで「第8回グリー

ンカップ女子9人制バレーボール大会」が開

催され、4チーム約 50名が参加しました。

今大会は、参加チームが例年より少なかっ

たため4チームによる総当たり戦で行われ、

Passion が 3戦全勝で大会7連覇を果たしま

した。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

優勝 Passion　準優勝 一本松 VC

バレーボールで熱い戦い
6/16

優勝 僧都
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キラッ

あいな
んスポ

ーツ

　御荘 B&G海洋センター体育館ほかで「第 15 回フレンド

リーカップ ソフトバレーボール大会」が開催され、1部、

2部に分かれて楽しく熱戦を繰り広げました。1部には 4

チームが参加して総当たり戦を行い、3戦全勝でぶぁブル

スが優勝しました。12 チームが参加した 2部は、予選リー

グを総合 1位で勝ち抜いたスマイルが決勝トーナメントも

制しました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

1 部 優勝  ぶぁブルス   準優勝  ゴーヤンズ

2部 優勝  スマイル 　  準優勝  La’遊厨

フレンドリーカップ ソフトバレー大会
5/19

みんなで楽しくラケットテニス
　御荘 B&G 海洋センター体育館ほかで「第 9回愛南

町ラケットテニス大会」が開催され、女子ダブルスの

部に 24 ペア、男女混合ダブルスの部に 14 ペア、合

計 76 名が参加しました。

　今回の大会は、審判講習会を兼ねた大会として開

催されたため順位を決めませんでしたが、参加した

選手は懸命にボールを追い、気持ち良さそうに汗を

流しました。

6/2

1 部優勝 ぶぁブルス

2部優勝 スマイル

伝統の相撲大会に出場
　日本高校スポーツ界最古の歴史を誇

るといわれる「第 97 回高校相撲金沢大

会」が、金沢市の卯辰山相撲場で全国か

ら 72 校が出場して行われ、愛媛県予選

（5/3、宇和島市営闘牛場特設土俵）を突

破した南宇和高校が出場しました。

　団体戦の予選で南宇和高校は、今大

会の団体戦を制した鳥取城北高校（鳥取

県）など 3校と対戦しました。1勝を挙

げたものの 2敗を喫し、残念ながら決

勝トーナメントへの進出はなりません

でしたが、伝統と青春の土俵で全国の

強豪校に胸を借りました。

5/26



p26広報あいなん

今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　火・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

9:30 ～ 11:30
22日（月）、8月5日（月）は御荘夢創造
館で行います。
7月17日（水）は御荘B&G海洋センター
プールで親子水泳教室を行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00
6日（土）

城の辺笹まつり

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談
　11日（木）、25日（木） 13:00 ～ 16:00
その他の曜日はお問い合わせください。
問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

家串保育所

長崎保育所

御荘保育所

7 月の子育てサポートご案内

6日（土）

夕涼み会                     17:30 ～ 20:00
19日（金）

親子スイミング            10:30 ～ 11:30
場所 : 御荘 B&G海洋センタープール

16日（火）

ポケット『言葉の発達について』
25日（木）

出張『わんぱく』ミュージック・ケア♪
8月1日（木）

ポケット『おはなし会』
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文
月
俳
句
・
短
歌
集

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

城
辺
俳
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会
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落
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人
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桜
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口
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顔
を
出
し

倉
田
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津
枝
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り
母
の
日
に
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代
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に
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玉
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浜
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味
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母
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豆
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大
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田
い
そ
子

城
辺
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会

「
ひ
と
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」

ひ
と
り
静
し
ず
か
に
咲
い
て
誰
を
待
つ

拡

し
な
や
か
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て
ピ
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追
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れ
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玉
子
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今
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り
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行
二
人
の
遍
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旅

一
会

や
が
て
来
る
ひ
と
り
の
道
を
掃
い
て
お
く

暁

ひ
と
り
で
も
頑
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行
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老
い
の
坂

律
子

ひ
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り
旅
気
付
い
て
み
れ
ば
二
十
年

佐
賀

父
が
逝
き
母
は
ひ
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り
で
四
苦
八
苦

ト
ク
ヱ

ひ
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り
よ
り
幸
せ
皆
で
分
か
ち
あ
い

能
子

ひ
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り
ひ
と
り
を
や
さ
し
く
守
る
施
設
の
灯

栄
華

新
く
さ
の
葉
短
歌
会
（
な
ず
な
）

さ
よ
な
ら
と
言
え
ば
あ
り
が
と
を
常
言
い
し
今
日
は
ひ
と
言
も
言
わ
ず
見
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む
る
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信
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晴
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散
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高
橋
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ら
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掬
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え
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い
田
植
機

宮
下
喜
久
子
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を
丸
め
携
帯
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メ
ー
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打
つ
夫
の
幾
度
も
吾
に
遣
り
方
を
問
う

河
上

明
美

（5月受付分）

地区名 子の名 保護者

（5月受付分）

地区名 亡くなった方 享年
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愛なん食育推進 愛なん「海と農」の旬レシピ 第37回
4

　西海地域の一本釣り漁では、イサキの水揚げが最盛期を迎えています。イサキは、夏
が旬であることから「麦わらイサキ」と呼ばれ、今がとてもおいしい時期です。ただし、
小骨にはご注意ください。イサキはこの時期、DHA（ドコサヘキサエン酸）、EPA（エイコ
サペンタエン酸）といった体に良い脂分を多く含んでいて、身のたんぱく質もとても消化
が良いとされています。
　一方オクラは、夏を代表する濃緑色の鮮やかな野菜です。非常に栄養価が高く、夏バ
テ防止や成人病予防に効果があるネバネバ野菜で、おいしい時期は7月～9月の夏場です。
オクラの粘りにはムチンやぺクチンという成分が含まれており、ムチンは胃の粘膜を

保護したり消化を助けたりする働きが、ペクチンは腸の働きを整え、便秘の解消などに
効果があるといわれています。
　これからの時期、栄養満点のイサキとオクラを食べて暑い夏を乗りきりましょう。

イサキと香味野菜の柚子胡椒ポン酢和え

90グラム

1 本

1 個

1枚

1/3パック

2 本

大さじ 1

小さじ 1

〈材料 (2 人分 )〉
イサキの刺身

万能ネギ

ミョウガ

大葉

かいわれ菜

オクラ

ぽん酢

柚子胡椒

作り方

  ①イサキの刺身は細切りにする。
 ②万能ネギは細かい小口切りにし、ミョウガは縦半 
　 分に切り、斜め切りにする。
 ③大葉は粗みじん切り、かいわれ菜は根を落として、
　 ざく切りにする。
 ④オクラは 1分間茹でてガクを落とし、小口切りに
　 する。
 ⑤食べる直前に①～④と調味料をボウルに入れ、オ
　 クラのとろみが出てまとまるまでかき混ぜる。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　鮮度を徹底的に追求し、究極のカツオともいえる愛南び
やびやかつお。先日、あるお宅でびやびやかつおをご馳走
になりました。片手には、もちろんビール。びやびやかつ
おで Beer。こんなにくだらないダジャレを平気でいえるほ
ど、この 2者の組合せは至高であり、貴重であり、愛南町
民で本当によかったと感じたひとときでした。
　5月下旬に開催された「愛南びやびや祭り」には、大勢の
方が来場されました。その多くの方のお目当ては、やはり
愛南町自慢のカツオだったのではないでしょうか。地元で

7 月の食材は、イサキとオクラです。

は、さほど苦労しなくても入手できる新鮮なカツオですが、
町外から足を運んでくださった方々にとっては、遠方から
来て長時間並んででも食べたいと思っていただける 1級品
の食材なのかもしれません。
カツオに限らず、愛南町でとれる新鮮な魚貝類や農産物。

町内のどこにいても感じることができる豊かな自然や温か
い人情。日常で当たり前に触れることができてしまうと、
ありがたみが薄れてしまいがちです。この「当たり前」を大
事にしたい、と改めて感じます。

タイレッドからのお知らせ

うみらいくキッチン
～おさかなのさばき方教室～

を開催します

うみらいくキッチンでは、愛南町の新鮮な魚を
使って様々な料理教室を開催します。今回は第
1弾として「おさかなのさばき方教室」を開催し
ます。家庭でさばいて食卓に出すとおいしさ倍

増 ! 会話もはずむ !

日時 
場所 
募集人員 12 名

　（先着順。定員になり次第締め切ります。）
参加料 無料
申込み・問合せ うみらいく愛南 TEL73-7120

　8月7日（水）  10時～12時
うみらいく愛南
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